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医療法人 玉昌会 行動指針 

 

低 賞 感 微 

 

低：全てに謙虚な気持ちで接する 

賞：お互いを思いやり敬意を払う 

感：全てに感謝する 

微：微笑みを添えて態度で示す 
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１．患者さまの尊厳と権利を尊重した医療・介護を目指します 

２．患者さまの視点に立ち、良質で安心・安全な医療・介護の提供に努めます 

３．地域包括ケアシステムの構築に寄与し、地域のニーズに沿った医療を担い、入院か

ら在宅までの一貫した医療・介護の提供を目指します 

４．病院および在宅サービス事業部の健全な運営を行い、安心で働きがいのある職場づ

くりに取り組みます 

５．健診や保健指導により地域住民の健康管理や病気および介護予防に取り組みます 

     
巻頭言 

《理念》 

《基本方針》 

行動指針「低賞感微」に沿った医療及び介護サービスを提供します。 

加治木温泉病院  

名誉院長 

山下 正策 

            あけましておめでとうございます。今年は5月に新天皇の即位と平成から 

          元号が改められる記念すべき年になります。皆様はどのような年を迎えられ 

          ましたでしょうか。昨年は豪雨・大型台風・地震など災害の多い年でした。 

          鹿児島県は火山の噴火も身近にあり、防災や対応を常に意識、準備をしてお                                 

く必要があります。まだ被災地では避難生活を続けている方々もおられま

す。早く元の生活に戻れればと思います。 

           医療界では京都大学の本庶佑先生がノーベル医学生理学賞を受賞されまし 

          た。その成果は日本で死亡率の一番高いがんに対する免疫療法として注目さ 

          れています。現在では国民の2人に1人ががんにかかり、3人に1人が亡くな 

          っています。最近も高齢化とともにがん患者数は増加しており、年間100

万人に迫っています。しかし高齢者を除けば死亡数は横ばいか減少傾向にあ

り、今後も治療法や簡易にできる検査法の開発が進めばがんも治療しながら

長く付き合っていく慢性病となる可能性もでてきました。 

           病院では今後の少子高齢化や人口減少に伴う地域医療構想計画や在宅医療 

推進に対応を迫られています。昨年度は5月に救急告知病院の認可を受け、6月には整形外科の外

来開始と11月には整形外科医の川路先生が常勤として入職されました。外科系の先生も増え、今

まで以上に病院で対応できる患者さんや疾患が増えてきています。また施設への訪問診療も充実さ

せてきました。 

 12月1日からは従来の介護療養病棟（57床）から介護保険対象となる介護医療院に転換しまし

た。今までとは違い在宅扱いとなり医療および介護の必要度が高く、介護施設での対応が難しい患

者さんが対象になります。今後も地域の医療機関や介護・福祉施設との連携を図りながら入院から

在宅までシームレスな流れの構築と支援が出来るようにしていきたいと思います。 

 県内では昨年と同様インフルエンザが猛威を振るい鹿児島県全域に警戒警報が継続しています。

病院、施設では一部面会の制限を行っており、職員も出勤時に体調のチェックや体温測定を行い持

ち込みを防ぐようにしております。ご不便をおかけ致しますが御協力を宜しくお願いします。 

 正月の1月３日は天気も良く寒さも緩んでいたので久しぶりに市来串木野市の徐福伝説のある冠

嶽に行ってみました。山頂から吹上浜から遠く東シナ海を一望しながら今年1年が平穏な年になれ

ばと願いました。今年もどうぞよろしくお願いいたします。      
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 お知らせ 

 平成30年11月に入職しました整形外科の川路幸仁です。 

 南さつま市出身です。 

 整形疾患については、お気軽に声をかけてください。 

 皆様のお役に立てれるように頑張りますので、よろしくお願いいたします。 

医師 川路 幸仁 

所属学会 日本整形外科学会 

専門医 
日本整形外科学会専門医 

日本体育協会公認 スポーツドクター 

整形外科とは 

 運動器を構成するすべ

ての組織、つまり骨、軟

骨、筋、靭帯、神経など

の 疾 病・外 傷 を 対 象 と

し、その病態の解明と治

療法の開発および診療を

行う専門領域です。 

 その対象は脊椎（脊柱）・脊髄、骨盤、上肢（肩、

肘、手、手指）、下肢（股、膝、足、足指）など広範囲

に及びます。 
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 お知らせ 
 

 

 

 介護医療院は、介護療養病床を廃止し、その受け皿として2018年に創設されま

した。2018年12月１日、加治木温泉病院も57床の介護医療院を開設いたしまし

た。今回、『介護医療院』についてご説明させていただきます。 

●介護医療院の特徴 

 要介護の高齢患者（利用者）に対して、医療・

介護を提供するだけでなく、生活の場を提供す

る。 

 医師が配置されているため、喀痰吸引や経管栄

養など医療ニーズの高い要介護者の方にも対応で

きます。また、人生の最終段階におけるケア（看

取り）を支える役割も担っています。 

 

●介護医療院のサービス内容 

 名称のとおり、介護だけではなく、必要に応じた医療ケアを受けられます。ま

た、生活の場所でもあるため、パーテーションや家具で仕切られており、４人部屋

であってもプライバシーが守られた中で過ごすことができます。 

《日常生活におけるサービスの内容》 

 長期療養のための医療ケアや日常生活支援のための介護サービスや機能訓練が行

われます。また、地域社会とのつながりを持つために、地域住民やボランティアと

の交流も行われます。 

《医療ケアの内容》 

 喀痰吸引・経管栄養などの医療ケアが必要な利用者

を受け入れるほか、人生の最終段階におけるケア（看

取り）も行われます。投薬や処置、検査なども必要に

応じて提供されます。病院内に併設されていますの

で、万一容体が悪化しても、すぐに医療病棟での治療

が可能となります。 

《介護サービスの内容》 

 入浴、排泄、食事などの介護のほか、日常生活（療養）上の世話も行われます。

さらに理学療法士や作業療法士などのリハビリテーションスタッフが配置されます

ので、生活機能の向上になるリハビリを受けることもできます。  
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 お知らせ 
 

●介護医療院に入所するまでの流れ 

 介護医療院に入所するためには、担当医の協力が

必要です。まず、本人、家族、診療所、病院、担当

ケアマネージャー、老健、有料老人ホームなどから

介護医療院の入所担当者に電話します。入所担当者

は、地域連携室であることが多いです。 

 次に、入所担当者が入所の日程を調整して、決定

後入所となります。入所を希望する本人の症状に

よっては、担当医師に入所担当者が相談を行う場合があります。また、本人の症状

を確認するため、かかりつけ医や入院担当医師からの紹介状や、担当ケアマネー

ジャーからの情報提供書を求められます。 

 入所にあたっては、周囲の協力が必要なため、担当医やケアマネージャーによく

相談したうえで決められることをお勧めします。 

 

●まとめ 

 全国の介護療養病床は201８年現在、約5万9000床。どれだけの病床が介護医

療院に転換するか、行方が注目されています。特に現在の介護療養病床は今後廃止

されることが、すでに決まっています。さらに、医療保険が適用される「医療療養

病床」のうち、比較的、医療ニーズが高くない患者が多い病床（医療療養病床2、

看護配置は25：1）などでも、介護医療院への転換が検討されるでしょう。 

 まだまだ耳慣れない介護医療院ですが、これから3年ほどの間で急速に広まって

いくことも考えられます。 
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 お知らせ 

 

 
 

 同じ年の子ども達よりも、運動や、手先の器用さ、言葉、記憶

力、集中力などがゆっくり成長しいている子どもと一緒に、リハビ

リ練習をすること。 

 発達全体の成長を手助けする、練習をすること。 

 加治木温泉病院では、平成29年6月から、ことばの発達や集中

力を養うこと、良く食べること等の、リハビリが始まりました。

（言語聴覚士4名で対応） 

 平成30年10月から、運動や、手先の器用さ、敏感さ等の、リハ

ビリが始まりました。（理学療法士・作業療法士6名で対応） 

 その他、心理士も親子の支援を行っています。 

 どうなのかな？心配しなくても良いのかな？周りの人に言われた

けど、どうなんだろう？様子をみていていいのかな？ 

 発達のことや、お子さんのことで相談したい時は、まず月2回あ

る小児リハビリテーション科の診察を受けて下さい。とても優し

い！田中 洋 医師が専門的に相談にのり、診察後リハビリテー

ションの必要性があるかどうかを診断いたします。 

シャボン玉や笛などを使って、お口の使い方を練習する。 

絵カードやカルタ、人形を使って言葉の数を増やす。 

親子の遊び方や、大人の声かけの仕方を練習する。 

おもちゃやボールを使って、手や目の使い方を練習する。 

マットの上で、遊びながら体操やバランスをとる。 

 関わりを通して、集中できるようになる。ことばが増える。体の

バランスが良くなる。相手とコミュニケーションが取れるようにな

る。よく食べられるようになる。苦手なことも少しずつ取り組める

ようになる。そんな、練習を親子で一緒に行います。 

子どもさんの発達は、それぞれ個人差があります。家族だけでは、

分かりにくいこともたくさんあります。専門の人に相談することで

楽になることもあります。子どもさんは少しずつ成長していきま

す。気になることがあれば、お気軽にどうぞご相談ください。 

お問い合わせ先：総合リハビリテーション科 

        言語聴覚士 原 有希 

小児リハビリテーション科の紹介 
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 トピックス 

トピックス 
 2018年12月27日（木）かごしま空港ホテルにて、2018年医療法人玉昌会グ

ループ姶良地区大忘年会を開催しました。在宅療養後方支援病院の先生方も出席い

ただきました。  

 新入職員による余興や豪華景品が当たる抽選会など、大盛況のうちに終了いたし

ました。 

【余興】 

看護部：不協和音/欅坂46・男の勲章/嶋大輔 

総合リハビリセンター：U.S.A/DA PUMP 

地域連携センター・事務部：マスカット/ゆず 

【抽選１等賞】…5本 

・JCB券 3万円分 

・任天堂switch 

・オーブンレンジ 

・空気洗浄機 

・夫婦露天風呂の宿 天テラス旅行券 

 

 2018年12月9日（日）2階西病棟の

クリスマス会が行われました。 

職員と一緒に手の運動をしたり、歌を歌いまし

た。職員の子ども達も参加し、一緒に楽しんでい

る様子が印象的でした。 

患者様もいつにもまして素敵な笑顔を見せてい

らっしゃいました。 

どんな素敵な 

プレゼント 

だったのでしょ

うか？ 
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 トピックス 

トピックス 

 2018年12月28日（金）餅つきを行ない、りっぱな鏡餅ができました。とても

寒い日でしたが、絶好の餅つき日和でした。 

鏡餅は、各部署に飾りました。 

 2019年1月26日（土）第52回加治木駅伝大会が開催されました。加治木温泉

病院から4チームが参加しました。 

 コース  男子コース  女子コース 

区 距離（女子） Aチーム Bチーム Cチーム Dチーム 

1区 
3.3km 

（2.1km） 

<介護福祉士〉 

肥田 翔 
〈言語聴覚士〉 

馬場 将 
〈医師〉 

川路 幸仁 
〈言語聴覚士〉 

服部 知美 

2区 1.6km 
〈看護師〉 

中野町 徹 
〈作業療法士〉 

久留 千幸 
〈看護師〉 

クレア 
〈医事係〉 

小倉 和代 

3区 1.8km 
〈看護師〉 

丸太 真広 
〈人事課〉 

坂元 真一 
〈看護師〉 

末吉 幸子 
〈ケアワーカー〉

松山 あずさ 

4区 1.6km 
〈放射線技師〉 

向井 良德 
〈薬剤師〉 

小杉 正生 
〈歯科医師〉 

伊東 祐樹 
〈看護師〉 

牧 佳奈美 

5区 1.6km 
〈看護師〉 

濱﨑 勇希 
〈放射線技師〉 

佃 祐也 
〈看護師〉 

新本 紀子 
〈管理栄養士〉 

集 美咲 

6区 1.6km 
〈介護福祉士〉

新 慶介 
〈医事係〉 

内村 隼秀 
〈医師〉 

山下 正策 
〈医事係〉 

荒木 智子 

総合記録 
【男子コース】        【女子コース】 

 Aチーム   19位 0：43：53  Dチーム 59位 0：56：08 

 Bチーム 53位 0：57：02 

 Cチーム 57位 1：07：18 Dチーム5区の集美咲さん

が区間賞を受賞しました 
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 トピックス 

Hospital Yogaは、玉昌会グループで働くすべての職員の健康促進と 

体調改善・健康管理のサポートを目的に、今後も定期開催する予定です。 

～参加者の感想～ 

 

＊気持ちよかった 

 

＊リフレッシュできた 
 

 

 2018年1月30日（水）加治木温泉病院にて、 

Hospital Yoga～ヨガで心も身体もリフレッシュ～

が開催されました。 

～参加者の感想～ 

 

＊呼吸法が難しかった 

 

*すっきりした 

 

＊次も参加したい 

アロマ香る中 

ストレッチや呼吸法、 

ポージングを教わりました。 

ヨガ初心者が多く参加しましが 

ひとつひとつ丁寧に 

指導してくださいました。 
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 普通救命講習開催 

 2015年8月に応急手当普及員の研修に参加し、姶救

サポート隊として姶良市内の企業・公共施設や消防団員

への一時救命の普及活動に参加してきました。 

 3階西病棟のスタッフの協力のおかげで、2018年11

月1日に応急手当指導員の認定を受けることができまし

た。感謝しています。 

 救急隊が駆けつけるまで平均7～8分で、何もしないま

ま5分経過すると救命率は50％まで低下すると言われて

います。一般の方が講習会に参加し覚えていただける

と、いざという時活用できればありがたいです。 

 2018年12月に受講1万人目が病院職員でした。 

今後も地域貢献し、受講者が増える事が目標です。 

 2018年12月3日（月）、4日（火）普通救命講

習を開催しました。2日間で11名の参加があり、介

護福祉士の福村さんが姶良市消防本部の普通救命講

習会1万人目受講者となり、姶良市消防本部消防長よ

り、記念品の贈呈式がありました。 

 

 また、看護師の堤師長は、応急手

当普及員としてのボランテイア活動

を認められ、上級資格の「応急手当

指導員」に昇格しました。 

 無料で受講できると聞き、軽い気持ちで参

加しました。1万人目の受講者ということを

研修の最後に知り、少し恥ずかしかったです

が、汗をかきながら頑張って良かったなと思

いました。 

 今回学んだことを忘れずに、何かあった際

は自分から率先して行動するように心掛けた

いと思います。ありがとうござました。 

3階西病棟 

堤 看護師長 

3階西病棟 

介護福祉士 福村 
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 回復期リハビリテーション病棟のご案内 

 回復期リハビリテーション病棟は、患者様が自宅・社会へ復帰するために必

要なリハビリを集中的に行う病棟です。1日最大3時間のリハビリを通して、

日常生活に必要な動作やコミュニケーション能力の改善を目指します。また、

リハビリは日中に限らず、朝の整容・食事・排泄から、夕方の更衣・歯磨きま

で、1日の生活全てをリハビリの観点から専門的に関わり、1日でも早くご自

宅での生活が送れるように支援します。 

病院機能評価は、病院が安全で信頼できる医療を組織的に提供できているかどう

かを評価する仕組みです。評価調査者 (サーベイヤー) が中立・公平な立場にたっ

て、所定の評価項目に沿って病院の活動状況を評価します。患者様にとっては病院

を評価して選ぶ1つの目安であり、病院にとっては自院の医療の質の高さや安全性

を外部からチェックしていただき、改善を行う機会となるものです。 

 

今後もより安全で質の高い医療を患者様に提供出来るよう、全職員一丸となって

邁進していきます。 

 

 

回復期リハビリテーション病棟実績は 

加治木温泉病院ホームページをご覧下さい。 

http://www.gyokushoukai.com/ 
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 第7回 コメディカル研究発表会 

日時：2019年1月22日（火） 

会場：加治木温泉病院 1階食堂談話室 

演 題 名 演 者 

加治木温泉病院の摂食嚥下障害患者における 

摂食状況の改善とリハビリテーション 

介入量との関連性について 

<総合リハビリテーションセンター> 

馬場 将 

介護医療院を開設して 
<医事課> 

山元 直子 

地域包括ケア病棟入院患者の転帰先推移 
<地域医療連携センター> 

東郷 尚子 

患者監視装置TR-3300MにおけるKt/v 

測定機能の検証報告 

<臨床工学室> 

竹葉 靖恭 

下肢静脈血管エコー 
<臨床検査室> 

松元 智美 

当院におけるストレスチェック制度システム 

構築についての報告と今後の展望 

<臨床心理室> 

服部 泰子 

超伝導MRI導入後の変化 
<放射線室> 

佃 祐也 

患者の嚥下機能・食形態に応じた 

剤形選択の取り組み 

<薬局> 

新納 直毅 

口腔ケアにおけるBGMの効果 
<歯科> 

立山 かおり 

消化器症状患者に対しNSTが介入した一症例 
<栄養室> 

迫田 杏子 

 医療法人玉昌会では、年間を通じて活動してきた研究事例や、改善事例、導入事

例などを発表する機会として、例年研究発表会を開催しています。今回は1月に開

催した発表会での発表演題をご紹介させていただきます。 
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地域連携センター 

病病連携・病診連携の現状について 

 加治木温泉病院に入院される患者様の63％は地域の医療機関や診療所からご紹

介をいただいた患者様となっています。（平成29年度実績） 

 各医療機関の機能分化がすすむ中、当院が地域内での役割を果たし、自院の持つ

機能を最大限に発揮するためには、病病連携・病診連携はかかせません。 

 紹介先の上位は近隣の急性期医療機関が占めており、密に連携を図っていること

がわかります。また、当院の特性から、鹿児島市立病院、今村総合病院など透析患

者様の受け入れ可能な急性期医療機関とも連携を図っています。姶良市は夜間救急

対応可能な医療機関が少なく、鹿児島市内に搬送される方も多いため、鹿児島市内

の急性期医療機関とも連携を図っています。 

 ここ数年は在宅療養後方支援病院として地域のクリニックと後方支援契約を結ん

でおり、サブアキュート受け入れにも対応しています。 

 今後も地域医療連携センターでは、各地域の医療機関やクリニックとの病病連

携・病診連携に取り組んでまいります。 

病病連携・病診連携の現状について

お知らせいたします 



14 

 

総合リハビリセンター <股関節周囲の動きとは> 

 股関節は、身体の中心で上半身を支えている骨盤と足の大腿骨をつないでいる関

節で、下半身のしなやかな動きをサポートします。股関節が“硬い”ということ

は、股関節そのものが硬くなっているのではなく、股関節を支えている筋肉が硬く

なっているということです。股関節は、20以上もの筋肉で支えられており、使わ

れない筋肉は機能が低下して硬くなります。股関節周囲にある筋肉が硬くなると可

動性（生理的な運動の域）が低下した状態となり、全身の不調につながるだけでな

く、将来、「円背」「腰痛」「膝痛」などの症状が出てくることもあります。 

 骨盤は、腰椎や股関節の可動性がないと動きません。骨盤内の関節は大きく動く

わけではありませんが、骨盤自体の動きで、腰椎や股関節の可動性を見る事ができ

ます。また、立位・座位での骨盤の位置（姿勢）を改善することは、円背姿勢（猫

背）や肩の可動性の改善に役立ちます。円背姿勢が改善すると肺や内臓への圧迫が

減り、内臓の働きもよくなります。 

<座ってできる股関節周囲の動きを改善する運動の紹介> 

 

◆背中のストレッチ・・・10秒 

 両手を組み、胸の前にのばした状態から 

 両手を床につけるようにして前に倒しその後 

 最初の姿勢に戻ります。 

【効果】 

 脊柱起立筋など、腰部の筋肉のストレッチ 

 

◆太もも裏のストレッチ・・・各10秒 

 片足の膝を伸ばし、伸ばした足 

の先に手を伸ばし胸を張ったまま

体を前に倒します。 

【効果】 

 ハムストリングのストレッチ 

 

 

 

◆骨盤体操（腰丸め・伸ばし）・・・交互に10回 

 腰に手を当て、おへそを前に出

すようにして骨盤を起こし、お腹

を凹ますようにして後ろに倒す動

きを繰り返します。 

【効果】 

 骨盤を動かしながら脊柱・股関 

節も動かすことができる 

<注意点> 

・足にしびれが出る方は、原因疾患によって必要な運動が変わるので、専門家の助言を得

てください。 

・圧迫骨折などによる構造的な円背姿勢の方は、専門家の助言を得てください。 

体の不調を股関節周囲の動きから見直そう！ 
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 ○個人情報保護方針 

 当院は、個人の権利・利益を保護するために、個人情報を適切に管理することを社会的責務と考えます。  

 個人情報保護に関する方針を以下のとおり定め、職員及び関係者に周知徹底を図り、これまで以上に個  

 人情報保護に努めます。  

１. 個人情報の収集・利用・提供  

  個人情報を保護・管理する体制を確立し、適切な個人情報の収集・ 利用および提供に関する内部規則 

 を定め、これを遵守します。 

２. 個人情報の安全対策  

  個人情報への不正アクセス、個人情報の紛失、破壊、改ざんおよび 漏洩などに関する万全の予防措置 

 を講じます。万一の問題発生時には速やかな是正対策を実施します。 

３. 個人情報の確認・訂正・利用停止  

  当該本人（患者さま）等からの内容の確認・訂正あるいは利用停止を求められた場合には、別に定め 

 る内部規則により、調査の上、適切に対応します。 

４. 個人情報に関する法令・規範の遵守  

  個人情報に関する法令およびその他の規範を遵守します。  

５. 教育および継続的改善  

  個人情報保護体制を適切に維持するため、職員の教育・研修を徹底し、内部規則を継続的に見直し、 

 改善します。  

６. 診療情報の提供・開示  

  診療情報の提供・開示に関しては、別に定めます。  

７. 問い合わせ窓口  

  個人情報に関する問い合わせは、各部署責任者または以下の窓口をご利用ください。 

           個人情報保護相談窓口：地域医療連携センター 

○患者さまの権利宣言 

 すべての人は、人格を尊重され健康に生きる権利を有しています。患者さまにおかれましては、健康を

回復し、維持増進するために、医療スタッフの助言協力を得て、患者さまの選択のもとに、最善の医療を

受ける事は人として基本的権利です。  

【平等で良質な医療を受ける権利】  

 患者さまは本人の経済的社会的地位、年令、性別、疾患の種類などにかかわらず平等で良質な医療を受

ける権利が有ります。  

【選択の自由の権利】  

 患者さまは担当医師および医療機関を選択し、または変更する権利があります。またいかなる時でも他

の医療機関の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります。  

【知る権利】  

 患者さまは、自らの状況（病名、病状、検査結果）について納得するまで充分に説明を受ける権利があ

ります。  

【自己決定権】  

 患者さまは納得できるまで説明を受けたのち、医療スタッフの提案する医療行為を自分で選択する、同

意して受ける、あるいは拒否する権利があります。  

【個人情報の保護】  

 患者さまは、全ての個人情報、プライバシーが守られる権利があります。  

○診療情報の提供及び開示につきまして 

 当院では、患者さま・ご家族より診療情報の提供及びカルテ開示についてお申し出があった際は速や

かに対応させていただくシステムになっておりますが、必要な条件書類等がございます。担当の窓口に

て対応させて頂きますので、ご遠慮なく病棟スタッフへお申し出ください。  

○セカンドオピニオンにつきまして 

 患者さま・ご家族が、当院で十分納得して頂き、患者さまが主体的に治療を受けて頂く為に、第三者

である他医療機関の医師の診療をうけることについてはそれに応じさせていただいております。同じく

他医療機関を受診されている患者さま・ご家族についても対応させて頂いております。詳しくは地域医

療連携センターまでお尋ね下さい。 
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氷山の一角（意見箱より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療法人 玉昌会 加治木温泉病院 

http://www.gyokushoukai.com/
 
 ●内科 ●消化器内科 ●腎臓内科(人工透析） 

 ●肝臓内科 ●循環器内科 ●脳神経内科 ●泌尿器科  

 ●耳鼻咽喉科・頭頸部外科 ●リハビリテーション科   

 ●外科 ●消化器外科 ●整形外科 ●皮膚科 ●歯科  

※本掲載分の個人名・団体名につきましては個人情報保護法に基づき、本人またはご家族の同意を得て掲載されております。 

（患者さま・ご家族様からのご意見・ご要望に関する回答） 

✿編集後記✿ 

 広報誌をご覧いただきありがとうございます。立春を過ぎれば暦の上では春です

が、まだ寒い日が続きますので体調管理にはお気をつけください。本年もよろしく

お願いいたします。                   （編集委員 田中） 

✿表紙の写真✿ 

 姶良市総合運動公園から見える日の出です。オレンジ色の朝日が空を染め、夜が

少しずつ沈んでいきます。どこか神々しくも感じる光景を前に、手を合わせ冷たく

澄んだ空気を胸いっぱい吸い込みむと、今日も一日頑張ろうと勇気づけられます。 

                    （写真提供：施設管理部 鎌倉照實さん） 

・おむつを替えてもらう時、人によって、きれいにする人、てげてげな人、いろい 

 ろいますね。タオルケット、寝間着、バスタオルに便が何回もついて汚れていま 

 す。洗いたくないので全部捨てています。もうちょっときれいにしてもらいたい  

ですね。 

⇒ご迷惑をおかけしまして大変申し訳ございませんでした。汚染等があった場合は 

 その都度、一度洗浄を行ない、ご家族様へお声かけ・ご説明をさせていただいて 

 います。また、洗濯につきましては業者依頼の方法（有料）もございます。御希 

 望の際は最寄りのスタッフまでお申し出ください。おむつの装着方法につきまし 

 ても研修等行ないながら職員へ指導させていただきます。尚、お気づきの点がご 

 ざいましたら、お気軽にスタッフへお声かけお願いいたします。貴重なご意見あ 

 りがとうございました。 

ご意見箱は、外来と各階食堂談話室、並びに腎センターへ設置してあります。患者

様・ご家族様よりいただきましたご意見に対して、当院では毎月開催しております

「サービス向上委員会」にて検討し、改善策を導き出して対応させていただいてお

ります。皆様からのご意見を今後ともよろしくお願い申し上げます。 


